
 

 

○アセスメントツールとは 

 アセスメントに用いられる標準化された検査方法をアセスメントツールといいま

す。結果を数値化することで、客観的に評価を行うことができます。 

○ＰＡＲＳ―ＴＲとは 

 自閉症スペクトラムの特性と支援ニーズをつかむためのアセスメントツールです。

養育者に面接する形で実施し、生活上の困難さの背景に、自閉症スペクトラムの特性

が関係している可能性について評定します。面接を通じて、養育者と支援者が子ども

（支援対象者）の発達特性や行動面の理解を深めることができます。３歳～成人まで

使用できます。 

 
１ 研修の目的 
 アセスメントツールを使用することで、発達障害の特性を客観的にとらえたり、
子どもの行動観察や保護者面接に活かす視点を得ることができます。この研修では、
フォーマルなアセスメントツールの１つである PARS-TR について、概要や数値
の意味を知ることで、アセスメントの視点を学び、専門機関等で実施した検査結果
を日常の支援計画に活かすことを目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 対象者  ※さいたま市を除く 
 ・発達障害支援専門研修受講者（保健師・児童発達支援センター職員・児童発達

支援事業所職員・放課後デイサービス職員）等 
 ・各専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・心理士） 
 
３ 会場 
  埼玉県発達障害総合支援センター 研修室 
  （小児医療センター南玄関３階） 

   ※小児医療センター正面玄関からは入れません。 
 
４ 研修日程 
  平成３０年９月１２日（水） 
  １３：３０～１７：００（開場１３：００） 
               

５ 講師 

  黒田 美保氏（名古屋学芸大学 ヒューマンケア学部子どもケア学科 教授） 

 
６ 申込方法 

埼玉県ホームページから、電子申請システムでお申し込みください。 

総合トップ→組織情報→発達障害総合支援センター→平成３０年度研修一覧（支援者向け） 

 →発達障害支援専門研修→発達障害アセスメント研修②応用編 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi9uani9PXTAhXHGZQKHVVND6kQjRwIBw&url=http://www.fumira.jp/cut/kodomo/file279.htm&psig=AFQjCNF2YramQP8LVQAWIX89wB8Rb2-6xg&ust=1495075588926585


 

 

７ 申込期間  

 平成３０年７月２日から８月３１日まで 
 定員６０名 
 ＊受講決定通知は発行しません。定員に達し次第、受付を終了します。 
 

８ 受講時の注意事項  

 ○公共交通機関をご利用ください。小児医療センターの駐車場利用減免はできません。 

 ○検査結果を集計する演習（計算作業）があります。 

 ○本研修で扱うアセスメントツールには版権があり、実際に使用する際には購入する

必要がありますので御承知おきください。 

 

 

 

 

                        埼玉県発達障害総合支援センター 

                 地域支援担当 

                 Tel:048-601-5551 Fax:048-601-5552 

                 mail: m015551@pref.saitama.lg.jp 

tel:048-601-5551

